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　② 中国消費者データベースによる情報
　　提供
　毎年のフィール ド調査に基づく中国消費者
の 「衣」「食」「住」他あらゆるライフスタイ
ル情報をデータベース化。関連事業所に即時
情報提供する事でスピーディ且つ適確な商品
開発をバックアップ。
2-4　 これまでの経過
　関連事業所に対 し例年50前後の商品コン
セプ ト案を提案。これまでに 「除菌洗濯機」
や 「農薬除去冷蔵庫」「狭いキッチンでも置
ける大容量冷蔵庫」「細長いリビングで も快
適なエアコン」など現地の潜在ニーズにマッ
チした商品を随時商品化。
2-5　 ターゲッ ト層の拡大
　研究所発足当初は沿岸裕福者層を対象にし
た付加価値商品の開発が主な活動テーマで
あったが、近年では市場の拡大に合わせて内
陸部の中間所得層をターゲットにした商品、
更には農村部のボ トム層をターゲットにした
商品の検討へと対象を拡大しつつある。
3.商品開発の重要ポイン ト
　 これまでの活動を通 じて中国における商品
開発において重要と思われるポイントを以下
にまとめた。
① 適切なターゲットセグメンテーション
　 中国消費者は 「所得間」「世代間」「地域
間」での差異が非常に激 しい。 どこの誰を
ターゲットにするのか、開発起点からの明確
なターゲットの設定が重要。
②　ターゲッ トニーズの適確な把握
　 日本市場と中国市場ではあらゆる面でニー
ズが大きく異なる。ターゲットが決まれば真
摯にそのニーズを探 り、対応していく姿勢が
重要。
③ 「こだわり」と 「割り切り」の明確化
　中国消費者が重視するポイントは徹底して
こだわり、逆に意識が低いポイントは大胆に
割り切るメリハリある商品開発が重要。日本
市場向けを少しアレンジするだけでは得てし
てオーバースペックになりがち。
④ 特徴の 「見える化」
　中国は玉石混清の市場。言葉だけの訴求で
は消費者は基本的に信じない。
　一目で判る特徴の 「見える化」が重要。
⑤ 現地感性による商品開発
　 日本人でも現地調査は可能だが、大切なの
はその調査結果から何を読み取るか。現地人
感性を信 じて数字の裏にある中国市場の 「空
気」を正確に読み解くこと事が重要。
⑥ スピードが命
　中国市場では消費者もコンペティターも日
本の数倍速で変化。走りながら考えるスピー
ド感が重要。
⑦ ブランドイメージの作り込み
　中国消費者は 「ブランド」を非常に重視す
る為、例え個別の商品が良くてもブランドイ
メージが高くなければ商品選定の選択肢にす
ら上がらない。個々の商品の強化と共に、ブ
ランドイメージそのものの向上も現地に根ざ
した事業展開に大変重要。
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